
1414

　産業を一次、二次、三次に分類した最初は17世
紀にイギリスで医師、軍人、物理学者、経済学者
として活躍したＷ・ペティである。当時の西欧で
はイギリス、フランス、オランダが競争していた
が、人口最大のフランスが経済では最小、人口最
小のオランダが経済では最大で、イギリスは中間
であった。その原因はフランスの産業の中心は農
業、イギリスは工業、オランダは商業であること
をペティは発見し、重商主義の推進を提言してイ
ギリスが大国になる基礎を構築した。
　それから270年が経過し、ケンブリッジ大学出
身でオーストラリアの大学教授であったＣ・クラ
ークが、膨大な世界の統計を処理し、社会が発展
していくとともに産業の中心が一次から二次、さ
らに三次に移行していくことを1941年に明確に
した。これがペティ＝クラークの法則といわれる
理論である。当時は先進諸国といえども一次産業
と二次産業が大半で、それ以外の運輸、通信、商
業、金融、医療、教育など雑多な仕事が三次産業
として集約されていた。

　ところが現在では、三次産業が先進諸国では70
％以上になり、これを細分して理解する傾向にあ
る。そのような状況で登場したのがXaaS（ザース）
という概念である。初耳かもしれないが、ＭaaS

（マース）であれば、最近、メディアに頻繁に登場
しており、承知の方々も多数おられるはずであ
る。昨年、トヨタ自動車の豊田社長が自動車を製
造する会社から移動を提供する会社に転換すると
発表されたが、それがモビリティ・アズ・ア・サ
ービス（MaaS）である。
　現在の自動車の元祖は1870年代にドイツのＧ・
ダイムラーなどが発明し、20世紀初頭にアメリカ
でＨ・フォードが大量生産方式で大衆に普及させ
たが、それから100年以上が経過し巨大な転換に
直面している。最大の転換は人間が運転する必要
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のない自動運転車両の登場である。運転を趣味と
する人間には不満であろうが、運転する本来の目
的はめざす場所へ移動することである。そうであ
れば豊田社長の言葉のように車両ではなく移動の
提供に目的を転換する必要がある。
　この移動は自動車だけではなく、空路や鉄道で
大半の距離を移動し、そこからバスや電車で移動
する場合もある。その全体を簡便に提供すること
がＭａａＳであり、移動を提供する会社において自
動車の生産は業務の一部でしかないことになる。
その好例はシンガポールに登場した「モビリティ
Ｘ」で、鉄道やバスなど公共交通機関からタクシ
ー、ライドシェアまで統合して時刻を確認し予約
のできるサービスであるが、これがＭａａＳの典型
である。

　さまざまなアズ・ア・サービスの総称がＸａａＳ
である。大量の販売データを解析し、どの商品を
どれだけ仕入れるかを決定する場合、これまでは
自社のコンピュータに販売データも解析プログラ

ムも記憶させ、分析結果も同様であった。しかし
Ａ（アナリティクス）ａａＳを利用すれば、データもプ
ログラムも結果もクラウドに保管して同一の作業
が完了する。Ｃ（コミュニケーション）ａａＳを利用す
れば、自分で回線などを設定する必要もなくテレ
ビジョン会議が利用できる。
　100年に１度どころか1000年に１度の転換が発
生している分野もある。商品を購入する場合、店
頭で購入して自分で自宅まで運搬するのが長年
の方法であった。最近ではインターネットでカタ
ログから選択して発注すれば、半日とか１日で自
宅に配送される。これは商品を販売する仕事では
なく、必要な場所に輸送する仕事と理解すれば、
これからの小売の中核はＤ（デリバリー）ａａＳに変
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する。アマゾンが推進しているのは従来の商業を
ＤａａＳに変更することである。
　先述の「モビリティＸ」は交通基盤を自社で整
備することなく、ソフトウェアの用意だけでＭａ
ａＳを実現しているし、「楽天」も自社で商品も商
店も用意することなく巨大なＤａａＳを実現して
いる。三次産業には多種多様な業務が存在する
が、それらをＸａａＳに転換していけば、巨額の商
品開発や設備投資をすることなく、社員にＺ（残業）
ａａＳを強要することもなく、新規のビジネスを創
出する機会が発見できる。ＸａａＳは1000年単位の
巨大な転換である。
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